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　今年で3回目となる、盛岡広域首長懇談会主催、被災3県の
子ども達を招待してのキャンプ『もりキャン autumn green 
camp 2014～いわて×ふくしま×みやぎ～』。
　これからの将来を担っていく岩手・宮城・福島の被災3県の
子どもたちに、キャンプを通して新たな友情を育んでもらいた
い、出会いのきっかけを作りたい。そんな願いを込めて、企画・
サポートで参加させていただきました。
　福島県・岩手県盛岡市・宮古市近郊の子どもたち約120名
を3コースに分け、様々な活動を行いました。
　また、参加して下さったボランティアの方々は岩手県外から
の参加も多数あり、お馴染みの顔も見え、心強い限りでした。

スケジュール
＜1日目＞【全コース共通】
岩手山青少年交流の家 着（開会式・野外活動・テント設
営・夕食準備・キャンドルサービス・宿泊）
＜2日目＞

【全コース共通】
岩手山青少年交流の家（テント撤収・朝食・野外活動・オリ
エンテーリング）→

【Aコース】→石神の丘（昼食）→葛巻高原牧場（アイスクリー
ム作り体験・公園広場小動物ふれあい・宿泊）

【Bコース】→小岩井農場まきば園（昼食・野外活動）→ユー
トランド姫神（夕食・宿泊）

【Cコース】→馬っこパークいわて（動物ふれあい体験・餌付
け・乗馬体験昼食・昼食）→フォレストアイ（県民の
森）（資料館見学）→八幡平温泉郷（夕食・宿泊）

＜3日目＞
【Aコース】葛巻高原牧場（朝の牛のお世話・朝食）→
【Bコース】ユートランド姫神→盛岡動物公園→
【Cコース】八幡平リゾートホテル→石神の丘美術館→
【全コース共通】昼食：わんこそば体験（東家）

ここからは、各コースの様子を、ボランティアの方々からの感
想文で振り返りたいと思います。

Aコース
とても濃い3日間でした。「子供の頃にやったキャンプ、楽し
かったな」という体験を3県の子供達にも味わって欲しく、その
お手伝いが出来ればと参加した今回のキャンプ。 子供達の心
にそんな思い出として残ってくれたら嬉しいです。（荒井）

今回初めて参加
して、班 のリー
ダーをやらせて
いただきました。
子どもたちにどう
ふれあっていけ
ばいいのか戸惑
いもありました
が、なんとかやり
終えることがで

きてよかったと思います。とても元気がある子たちでこっちも
元気をもらえたと思います。ありがとうございました。（熊谷）

私は今回初めて
ゆいっこさんのボ
ランティアに参加
させていただき
ました。今回は東
北、キャンプ、子ど
もという私の関わ
りたいと思ってい
たものが全てそ
ろっており、この
キャンプのことを教えていただいたあと、すぐに応募させてい
ただきました。
キャンプはとても楽しかったです。子どもたちが本当に可愛い
く、若さに元気をもらいました。私は最初行くまでがとても不安
でしたが、子どもたちと触れ合い、岩手県の空気、自然に触れ、
本当にたくさんのものを得ることができ、参加させていただい
て本当に良かったと思いました。ボランティアというかたちは
感じず、多くのものを得たことで、本当にありがたいなと思いま

した。また岩手県
に行きたいと思
いました。本当に
ありがとうござい
ました。（飯沼）

今回私が参加さ
せて頂いたコー
スは、美術館と高
原のコースでし
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活動報告

▲1日目：岩手山青少年交流の家にて宿泊用のテントを設営。

▲1日目：夕食のカレーの説明を真剣に聞く子ども達。

▲Aコース2日目：石神の丘。



た。天候にも恵
まれて、景色も
素 晴らしい な
か、子供たちは

（特に男の子が
活発でした）遅
くまで、外で遊
んでいました。
私は看護師な
ので怪我の処
置をすることが

多かったのですが、ズボンがやぶれて怪我をするくらい、走っ
て遊んでいた姿が印象に残ります。高原の牧場では牛のお世
話をする方の話を興味深そうに聞いていて、たくさん質問をし
ていましたね。男の子も女の子も牛の餌やりを、怖がらずに
やっていました。私が一番感動したのは、みんな怪我の処置を
したあとは、「ありがとうございます！」といってくれたことです。
自然の中で、みんなと一緒に考えたり、遊んだことが、よい経験
になってくれたらいいなと思います。（間々田）

今回は3回目のもりキャンでした。子ども達の中には2回目3回
目の参加者もおり、『けいすけー！』と名前を憶えてくれた子も
いて嬉しかったです。運営としての不備もあり、子ども達にもス
タッフの皆さんにも不安や迷惑をかけたりしたこともあり反省
しておりますが、最後は子ども達が笑顔で帰っていく姿を見
て、毎回の事ながらやってよかった。と心から思えました。次回
があるかどうかはまだわかりませんが、あることを前提に反省
を踏まえ準 備し
ておきたいです。
子ども達が、『もり
キャン』で経験し
たことをほんの少
しでも将来の糧
にしてもらえたら
と願っております。

（吉田　圭）

Bコース
私自身ボランティアに初参加ということで事前準備や活動に
おけるルールなどがあまり分かっていませんでしたが、他のメ

ンバーの皆様の
協力もあり助かり
ました。元気な子
供達と過ごすと
いうハードな三
日間でしたが一
生思い出に残る
三日間になりま
した。他の方の子
供への対応や、

全体のまとめ方など学ぶところも多くあり大変充実した活動に
なりました。（伊藤）

今年はじめての参加で、初日のみ日帰りでのお手伝いをしま
した。普段小学生と接する機会がないのではじまる前は心配
もありましたが、実際にはじまってみると子供たちの元気さと
適応力の高さに助けられ、楽しんで活動することができまし
た。Bコースのスタッフは私を含めはじめての参加者がほとん
どでしたが、相談し合いながらなんとかチームワークで乗り切
れたと思っています。1日だけでしたが、本当に貴重な経験に
なりました。（菅原　友）

今回はじめて参加させていただきました。キャンプに小岩井農
場、動物公園と、子供たちに混ざって私も楽しんでしまいました

（笑）はじめのうちは表情が硬かった子供たちも、すぐに周囲
の子と打ち解けて友達になっていたようで、このもりキャンは
一生の思い出になることと思います。少しでもお役にたてたの
なら幸いです。来年も開催されるのなら、また是非ボランティア
として参加したいと思います。（横田）
 
都合が合わず最終日だけの参加だったのですが、一日だけで
も子供たちの元気さに圧倒されました...3日間参加された方々
本当にお疲れ様でした！また機会があれば人が足りない（キャ
ンプとか？）ところに入ってお手伝いしたいです。みなさん本当
に温かい方々ばかりでいいなあと思いました。ありがとうござ
いました。（菊池　千） 

今回もりキャン初参加で、すべてが探り探りの3日間でした。私
自身の反省点を挙げれば、きりがありません。しかし、3日間を
通し子供達はどんどん成長していた様に感じます。1歩下がっ
て見守ることを心掛けて彼らと接していました。カレー作りで
は、高学年の子が火をおこし、下の子は皿を洗う。ショコラオリ
エンテーリングでは、地図を読める子がパネルを探し、全員で
答えを考える。それぞれが自分の出来ることを率先して行うの
はもちろん、暇になる子がいないようチーム全員の役割を分
担している姿に感心しました。初日は不安と緊張のせいか、帰
りたいと言っていた子が、最終日には「帰りたくない！あと1週
間が良い！」とだだをこね、こんなに嬉しいわがままは他に無
いなと思いました。子供たちとの関わりは、体力も奪われるし、
頭を抱えることでいっぱいでした。しかしそれ以上にたくさん

▲Aコース3日目：葛巻高原牧場にて。

▲Bコース２二日目：小岩井農場まきば園にて。

▲Bコース2日目：ユートランド姫神。ボランティアで参加された尾
林夫妻による「夢と魔法のコンサート」。

▲Aコース３日目：葛巻高原牧場にて、早起きして牛のお世話。



の元気を貰いま
した。尊敬できる
スタッフさん達と
の出会いにも感
謝です。ありがと
うございました！！

（舞草）

子ども達に指示
をしたり、もめて
いたりしたら和解させたり、子ども達から頼ってもらえるスタッ
フを目指してきた。結果、1日目より2日目、2日目より3日目と
徐々に馴染んできてくれて、3県への送りのバスが来た際には

「一緒に行かないの？」と私との別れを名残惜しく思ってくれ
た子がいて、自分は子ども達にとって頼れる存在になれたので
はないかと実感できた。（島貫）

班リーダーと看護師の頑張りで無事終了できました。それ以上
でも、それ以下でもなく、ただただ感謝のみ。（佐藤　睦）

Cコース
二泊三日FULLで参加させていただきましたが「あっという間」
というのが一番の印象です。『人参生煮え事件』や『ジュース争
奪戦』など、色々と大変なこともありましたが、最終的には子供
達自身で解決し、笑い合えていたので、「大人なんて本当にオ
マケに過ぎないなぁ」と思いました（子供達からすればハズレ
のオマケかもしれません）一緒に過ごした時間の中で震災関
係の話題は出ませんでしたが、家族や学校生活の話の端々か
ら、まだまだ小さい胸に秘めた「何か」を、それぞれが持ってい
るのを感じることもありました。痛みはいつか消えるものです。
このキャンプが一種の薬として効いてくれていればいいなと

思います。しかしなが
ら、傷跡は残るもので
す。それ自体を未来へ
の糧にできる強さを養
う一要素に、このキャン
プがなっていればいい
なと思います。結局は
子供達をヘルプするは
ずのスタッフだった私
が、子供達に救われた
のは間 違 いありませ
ん。皆の笑顔に心より
御礼申し上げます。あ
りがとう。（佐藤　礼）

個人的にキャンプ、サポートスタッフは初体験で自信がありま
せんでしたが、子ども達と同じくらい楽しんで、子ども達からも
色々学んだ思い出深い2日間になりました。テントの組立て方
とか子どもの危険感知、勉強になることも多かったです。子ど

も達のサポートに関しては、その都度周りにいらした経験者の
かた達がアドバイスをくださったので、非常に助かりました。子
ども達へのアドバイスについてもキャンプでは意外な危険が
あること、なるほどなぁと感じることがありました。チームの子
ども達、明るく素直でとても可愛くて、最終日には帰りたくない
気持ちでいっぱいでした。（嘉手川）

昨年に引き続き2年目の参加でしたが、昨年にもまして充実
し、楽しいキャンプでした。初日に子どもたちが集合してくる
と、昨年も参加していた子どもたちが私の顔を覚えてくれてお
り、キャンプネームで「かえるー！」と声をかけてくれたので、
キャンプのスタートからとてもうれしい気持ちになりました。テ
ンパークでのテントづくりやカレー作りの時は、みんな協力し
て作業がどんどんはかどりました。早く終わったグループもほ
かのグループを手伝ったりして、とても良い雰囲気でした。雨
が降ってキャンプファイヤーができなくなってしまったことは
残念でしたが、室内でレクリエーションをし、ある意味ゆったり
と過ごしてお風呂にも入れたので、子どもたちも余裕をもって
動けたように思います。
二日目の朝は、昨年同様、焚火をしてひんやりした空気の中火
のぬくもりを感じつつ、子どもたちと楽しくおしゃべりすること
ができて、楽しく豊かな時間を過ごせました。子どもたちと楽し
くおしゃべりすることができて、楽しく豊かな時間を過ごせまし
た。午前中のオリエンテーリングで緑あふれる敷地内を歩き、
子どもたちも気持ち良い自然を満喫できたようです。
私はCコースの担当だったので午後からは馬っこパークに移
動し、子どもたちは乗馬体験をしました。途中やや小雨もふり
ましたが、馬にまたがっておっかなびっくりの子や、戦国武将
のように威風堂々と乗る子もいてそれぞれに乗馬を楽しんで
いる様子が見て取れました。その後の動物とのふれあいで、小
動物をはじめ人間の大人よりはるかに巨大な馬などいろいろ
な動物と接したり、県民の森のフォレストアイで木のぬくもりを
感じるアスレチックで遊べたことは、子どもたちにとってもよい
発散になったと思います。八幡平リゾートホテルについてから
も、芝生の気持ち良い広場でそれぞれが思い思いの遊びをし
て、過ごしました。夕食は豪華なバイキング形式でおなかも満
たされ、温かい温泉に浸かって子どもたちも気持ちよさそうで
した。子どもたちと部屋で過ごしている間には、怖い話大会を
したり、テレビを見て笑ったり、「キャンプ」と言いながらもゆっ
たりと最 後の
夜を過ごせて、
これもまたとて
も良い時間で
した。
最終日は石神
の丘美術館で
ふしぎな妖怪
の展示を見な
がら屋外のス
タンプラリー

▲Bコース3日目：盛岡動物公園にて。

▲3日目：全員でわんこそば体験（東家）。

▲Cコース3日目：馬っこパークいわてにて乗馬体験。
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支援金を募集しております
被災地への支援活動に使う支援金を随時募集しておりま
す。無理のない範囲でご協力いただければと思います。
振込は下記口座までお願いします。
◆ゆうちょ銀行

記号／18350　番号／6602251
名義／いわてゆいっこ盛岡 （イワテユイッコモリオカ）
※他金融機関からの振込の場合
店名／八三八（ハチサンハチ）　店番／838
預金種目／普通預金　口座番号／0660225
名義／いわてゆいっこ盛岡（イワテユイッコモリオカ）

◆岩手銀行
店番／107　口座番号／2061680
預金種目／普通預金
名義／いわてゆいっこ盛岡　代表理事　立花有彩

（イワテユイッコモリオカ　ダイヒョウリジ　タチバナアリサ）

日（曜日） 活動内容

9/13（土） 
〜15（月祝）

●もりキャン 
　autumn green camp 2014
　〜いわて×ふくしま×みやぎ〜
　（盛岡市・盛岡市近郊）

9/20（土） ●しぇあハート村草刈り（盛岡市）

活動記録（H26年9月）

　 おゆずりください！！

着物ハギレ
岩手県宮古市で被災された「あねさん」達が運営する手
作り小物ショップ「あねさんショップ」では、商品製作の
材料等のご支援をお願いしています。ご家庭で不要に
なった物がありましたらご協力をお願いします。

＜募集内容＞
●着物ハギレ生地（絹。仕立ててあるものはそのままで）
●着物帯（絹）●ミシン●小さいアイロン●布団皮の見本
●アクリル毛糸（新品・並太・明るい色）

お問い合わせ・送付先は＜あねさんショップ＞まで
住所／〒027-0025　岩手県宮古市実田1丁目3-34
電話／0193-77-3967
注）住所・電話番号が変わっています

この事業は赤い羽根
「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」
の助成を受け実施しています。

支援金をありがとうございました！
【支援金総合計】（H26年9月30日現在）
￥ 2,588,520

【支援金をいただいた方】 （H26年9月）  
じゃじゃおいけん さん	 （9/17）
平沼知明 さん　（8/26）

※日本財団、赤い羽根共同募金、NPO法人青年協議
会からの支援金を除いた金額となっております。

NPO法人青年協議会
http://seinen-kyougikai.jp/wp/

に挑戦しました。昼食をいただく東屋へ移動するバス車内は、
子どもたちとゆっくり過ごせる最後の時間となりました。東屋で
は子どもたちの食べっぷりに驚きました。（帰りのバスで気分
が悪くならないか少し心配にもなりましたが）
お昼も終わり、バスの配車場所で最後のお別れです。子どもた
ちと名残を惜しみながらお別れをすると、班の子や仲良くなっ
た子どもたちが自分の名札シールを私にペタペタ貼ってくれ
て、これは後から大事にはがしてボランティアマニュアルに貼
り直し、記念に持ち帰りました。走り去るバスの車窓からは、自
分の班の子が涙を流しながら手を振っている姿も見え、改め
て本当にいいキャンプだったなと思いました。3日間という期
間はあっという間でしたが、岩手の人懐っこい子どもたちとの
時間は私自身にとっても素敵な思い出になりました。子どもた
ちもこの3日間はきっと夢のような時間だったと思います。

（山本）
 
今回このような小学生をターゲットにしたイベントにボラン
ティアとして携わることは初めてでしたが、自分自身、学び得ら

れたことがたくさんありました。子供たちに安全のために制限
された中で楽しく、多くのことを学んで貰うことを参加前から自
分の目標としていたので、最終日に「また来るよ！」と言ってくれ
たことで達成することができたと感じました。（渡辺）
 
総合的には、子ども達に大きな事故や問題もなく、楽しんでい
たようですので非常によかったと思います。去年の反省も踏ま
えられた点もよかったと思います。（成田）

▲ボランティアスタッフ一同。この3日間で多くのことを学んだのは私たちの方なのではないで
しょうか…。また来年（あるかな？）よろしくお願いします！


